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Cephapirinの 泌 尿 器 科 領 域 に お け る 使 用 経 験

田 戸 治 ・松 木 暁 ・石 部 知 行 ・仁 平 寛 巳

広島大学医学部泌尿器科学教室

(主任:仁 平 寛 巳)

これ まで数 々の抗生剤が開発 され 治療面 で多 くの貢献

をな して きたが,こ こ数 年来,化 学療法 剤,と くに新抗

生剤は ます ます その傾 向を強め,よ り強 力な抗生剤を生

んで きてい る。

今 回新たに開発 された広 域抗生剤Cephapirin 1,2)の提

供 を受けたので,泌 尿器科領 域におけ る尿路感染症,と

くに複雑な尿路感染を有す る症例に使用 した ので,そ の

結果 を報 告す る。

実 験方 法および効果の判 定

昭和47年12月 か ら昭和48年4月 までに広島大学

医学部泌尿器科 の入院患 者で経験 した非特異性 尿路感染

症患 者18例 を対象 としてCephapirinを 使用 したが,

うち2例 は副作用 のため投薬 を中止 して いる。投 与方法

は1回1～2gを5%ブ ドウ糖液500mlに 混ぜ,1日2

～4gを12時 間毎 に点滴 静注 した。 投与期間 は原則 と

して7日 間であ るが,必 要 に応 じて9日 間に延長 した症

例 もあ る。 感受性検査は昭和 デ ィス ク3濃 度法でお こな

つた。

治療効果 は 自覚症状,尿 中 白血球お よび細菌学的検査

の3者 を総 合 して判定 したが,対 象が術後の入院患者 で

あるため,自 覚症に乏 し く,お もに尿中白血球 と尿中細

菌 の推移か ら効果判定をお こなつ た。す なわち,細 菌学

的検査所見 を中心 に して3者 すべ てが正常 化 した ものを

著効,自 覚 症状お よび尿中 白血球 は改善 され たが,細 菌

学的検査で細菌 数が10 3/ml以 上 となつた ものを有効 と

し,自 覚症状,尿 中白血球お よび細菌学的 に改善をみな

かつた症例 はすべ て無効 とした。

臨 床 使 用 成 績

使用症例 はTable 1に 示 してあ るが,症 例数 は16例 で

その うちわけは前立腺肥大 症術後8例,前 立腺癌TUR

後3例,腎 結石術後2例,膀 胱癌術後2例(TUR後

1例,尿 路変向術後1例),慢 性腎盂 腎炎(子 宮全摘除

術後)1例 になつ てお り,全 症 例がTable 1に 示す とお

り,難 治 性の尿路感染を伴 なつ ていた。有効例 は16例

中9例 で有効率56%の 成績 を得 た(Table 2)。

投与前 に尿中か ら分離 した菌 株はPseudomonas4株,

Staphylococcus, Enterococcus,Enterobacter, E. coli, Proteus各

3株Klebsiella, Citrobacter各2株 であ る。 これ らの菌

に対す るCephapirinの 効果 をみ ると,Table 3に み ら

れ るよ うに,検 討 した23株 中12株(52%)が 有効 で

あ るが菌 の消失 したものは23株 中9株 で消失率39%

となつてい る。 グラム陰 性桿 菌につ いてみ る とそ の有効

率 は35%で あつた。 しか し,Pseudomonas4株 中2株 が

有 効であつた ことは,症 例 が少な く今後検討を要す ると

思 うがProteusに 比 較 して,よ り臨床 的効果が期待で き

るこ とを示唆 してい るのでは ないか と思われ る。

副作用 については,Table 4に そ の詳細を示 した。検

査項 目は血液一般(Hb, RBC, WBC),肝 機能 検査,腎

機能検査 であるが,血 液所 見では投与前後 に著変 な く,

肝機能検査で症例12がCephapirin投 与前に比較 して

GPT 10単 位か ら55単 位に上昇を示 した。 しか し,以

後次第に下降 しその後の検査では異常所見を認めて いな

い。 また,症 例4で は投与前GPT 88単 位 とか な りの

上 昇を示 し肝機能障 害の疑いを もたれ ていたが,Cepha-

pirin投 与後106単 位 と若 干の上 昇を示 したに過 ぎず,

他に重篤 な症状 を示 さな か つ た。 腎機能検査につ いて

は,BUN, creatinine, PSP testを施 行 したが,そ の いず

れ に も異常は認め なか つた。その他の副作用 として,全

身 発疹 のため投薬 を中止 した2例 があ る。

考 按

16症 例全例が 複雑な 尿路感染を しめ していた ので有

効率 は56%と なつたが,こ れ ら症例のほ とん どがす で

に他剤 に対 し無効を示す ものが多かつた点か ら考 え る

と,やむ をえない結果 といえ る.と くにProteus. Klebsiella

に関 しては,臨 床効果 はあ ま り期待 できない と考 えてい

る。

副作用 としては全身 発疹 のため2例 投薬 を中止 した以

外特別 のものはな く,む しろ軽度の肝機能障害を有す る

場合に も(症例3,4,7),投 薬可能を示唆す る結果を得

た。腎機能 につ いては全 く投薬 に よる影響は認め られず,

症例16の ように腎機能障害を有す る場合 にもCepha-

pirin投 与は可能 であつた。
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結　 語

1)　 複雑な 尿路感染を有す る16症 例 に 使 用 し56%

の有効率 を得た。

2)　 グ ラム陰 性桿菌 で と くにPseudomonasに ついては

4株 中2株 に有効を認めた。

3)　 副作用 として全身発疹を2例 に認め た以外,血 液

一 般検査 ,肝 機 能検査,腎 機能検査 に異常所 見は認めな

か つた.

4)　 本薬 剤は軽度の肝機能障害お よび腎機能 障害を有

する患者に対して投薬可能である。
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Table 1 Clinical results with CEP
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Table 2 Therapeutic results with CEP classified 

by disease

Table 3 Therapeutic results with CEP classified 

by causative bacteria

Table 4 Movements of blood, hepatic function and renal function before and after CEP administration

(Upper tier: Before treatment Lower tier: After treatment)
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CLINICAL APPLICATION OF CEPHAPIRIN TO PATIENTS 

WITH COMPLICATED URINARY TRACT INFECTION

OSAMU TADO, SATORU MATSUKI, TOMOYUKI ISHIBE and HIROMI NIHIRA 

Department of Urology, Hiroshima University, School of Medicine 
(Director: Prof. H. NIHIRA)

1) Eighteen patients with complicated urinary tract infection were treated with cephapirin by 
intravenous infusion. 

2) The therapeutic results were excellent in 7 cases, fair in 2 and poor in 7, effective rate being 56
%.

3) As side effect, general eruption was observed in 2 cases of 18. Administration of the drug was 
stopped in the above cases.


